
 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

「秋の一日」（西村） 

秋というと、“食欲の秋”“芸術の秋”のほか様々な楽しみがあります。そんな秋を楽 

しみに、一度行きたかった京丹後市久美浜町にある“和久傳の森”へ行ってきました。 

ここは、京都の名料亭和久傳が、創業の地である京丹後市に約 8,000坪の土地を購入 

し、2007年、何もなかった更地から 56種約 3万本の植樹を行い見事な森となりまし 

た。桑の木が育ちやすい土壌から、養蚕と丹後ちりめんの産地として栄えた丹後。森のシンボルツリーは桑の

木です。門をくぐり、コンクリート塀の廻廊を進んでいくと、世界的な建築家、安藤忠雄氏設計のスタイリッ

シュな美術館が現れます。絵画作品は、世界を旅した風景画家、安野光雅氏の優しい水彩画で、ほっと癒され

ます。絵を鑑賞した後は、森で採れた食材を使った和久傳の味が楽しめる工房レストランで、温かい桑茶を飲

みほっこりし、一粒で二度おいしい、秋の一日となりました。 

 

 

 

今月の教えてキーワード：【プライム市場】 

2022 年 4 月に再編される東京証券取引所の市場で、上場基準が最も厳しい市場を指す。「1 部」「2 部」「ジャ

スダック」「マザーズ」の 4 市場を「プライム」「スタンダード」「グロース」の 3 市場に再編し、特徴を明確

にして海外からの投資を呼び込む狙いがある。プライムに上場するには流通株ベースの時価総額 100 億円以

上などを条件としており、現在の 1部上場企業の約 3割に当たる 600社が未達のため対応を迫られる。 

【「インボイス制度」とは】 
 

2023年 10月 1日より消費税の「インボイス制度」が導入されます。これ

は売り手が買い手に対して正確な適用税率や消費税額などを伝える制度

です。事業者は、商品やサービスを提供し消費者から消費税を受け取りま

す。また事業者も仕入れを行ったりするため他の事業者に消費税を支払

います。この事業者に支払う消費税を控除するこ 

とを仕入税額控除といいますが、これまでは法定 

事項が記載された帳簿や請求書などを保存してい 

ればそれをすることができました。しかし、この 

制度が始まると適格請求書（インボイス）を発行 

できる事業者からの分に限られることになります。 

そこには現行の項目に、さらに「登録番号」「適用税率」「消費税額」など

の記載が追加されます。登録番号は、適格請求書発行事業者（登録事業者）

のみに与えられます。この登録申請が 2021 年 10 月 1 日から始まりまし

た。基準期間の課税売上高が 1000万円を超える事業者は消費税の課税事

業者なので原則、2023年 3月 31日までに登録申請を行えばよいですが、

1000 万円以下等の免税事業者については登録事業者になるかどうか、つ

まり消費税の課税事業者になるかどうかを事前に判断しなければなりま

せん。また各種端末ソフトのバージョンアップなど準備が必要になって

くるため早めに対処しておきましょう。 

アメリカの実業家であるリ

ー・アイアコッカの言葉。いつ

までも可能性のないことにこ

だわって時間をムダにするよ

り、新たなことに目を向ける

ほうが賢明だろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

船越税理士事務所 

〒620-0054  

京都府福知山市末広町 1-1-1 中川ビル 3階 

ＴＥＬ：0773-22-3708 ＦＡＸ：0773-22-7343 

http://www.f-office301.com 

E-mail：info@f-office301.com 

皆様のご感想をお待ちしております☺☺☺☺☺☺☺ 

 

 

 

 

のぼり、本場ローマではバールに並ぶ甘い朝食の定番のひとつです。日本ではバターと

卵をたっぷり使ったブリオッシュに生クリームという豪華なタイプが主流で、ジャムや

あんこなどを合わせたり、フルーツサンドのような色鮮やかなものまで登場しています。

アレンジ上手な日本人の本領発揮で、華やかな見た目が気分を盛り上げてくれています。 

パンに真っ白なクリームが美しいイタリアのお菓子のマリトッ

ツォが人気です。マリトッツォの起源は古代ローマにまでさか 

今月の商売のヒント：【志本主義】 
 

「安全第一」は、1900 年初頭にアメリカの製鉄会社ＵＳスチールが提唱した経営方針です。当時のアメリカ

は 1800年代後半から始まった第二次産業革命の中心地で、国内産業を大幅に成長させていました。安全性よ

り生産性を重視していたため、日常的に労働災害（労災）が起きていたそうです。 

ＵＳスチールも「生産第一・品質第二・安全第三」を合言葉に事業を押し進めてい 

ましたが、度重なる労災から従業員を守るために周囲の反対を押し切って新しい経 

営方針を掲げました。それが「安全第一・品質第二・生産第三」です。その結果、 

労災が減っただけでなく製品の品質も向上し、生産性も上がったそうです。優先順 

位を入れ替えただけで「安全」「品質」「生産性」の好循環が生まれたのはなぜか。 

一言で言えば、現場の意識が変わったのだと思います。 

ものづくりの現場では誰もが安全の重要性を認識しているでしょう。しかしもっとも大切で、もっとも重要

なことは、シンプルなゆえにインパクトがありません。安全というスローガンも、当たり前すぎて本来の意図

や意味が風化してしまいがちです。そこで従業員の身を守る安全を最優先に掲げ、安全な現場だから良い品

質の製品を作ることができ、製品の品質が良いから生産性が上がるというストーリーを全員で共有する。要

するに、安全第一を守る理由を明確にしたことで「安全」が一人一人の自分事になり、現場の意識が変わって

いったのではないかと思うのです。 

コロナ以降、経営分野のキーワードとして「パーパス経営」という言葉をよく聞くようになりました。単純に

訳せば「企業の存在意義」。これを「志」と解釈して、これからは資本主義ならぬ「志本主義」の時代だと提

唱する本も売れています。いわゆるビジョンやミッションの上位概念という位置づけです。キーワードは目

新しくても「志」という概念は日本人にとってなじみ深いものです。あなたの商売の志、つまり「第一」は何

でしょう。「第一」を自分事にするための「第二」「第三」は何でしょう。くれぐれも順番を間違えないように

して、志高くいきたいものです。 

【六人の嘘つきな大学生】 
--------------------------- 
「伏線の狙撃手」の異名をとる
浅倉秋成の新感覚ミステリー
です。人気ＩＴ企業の最終選考
に残った 6 人の就活生。内定を
賭けた議論が進む中、6 人それ
ぞれの「罪」が告発されます。
二転三転するストーリーに一
気読み間違いなしの一冊です。 


